
警 備 員 名 簿
（根拠　警備業法第１２条、同法施行規則第４６条第１項第１号）

ふ り が な にほん　さぶろう 生　年　月　日

氏 名 日本　三郎 昭和 45 年 4 月 2 日

本 籍 山梨県甲府市相生1234

住 所

山梨県甲府市相生1234 電話 055-433-3333

携帯
電話 090-3333-2222

採用年月日 平成 12 年 4 月 1 日
退 職 等
事 由退 職 等

年 月 日
平成 年 月 日

資 格 者 証
検 定

種　　　　別 交付公安委員会名 交付年月日 番　　号 業務区別

交通誘導警備２級 山梨県 公安委員会 13 年 10 月 1 日 第 4321 号

常駐警備２級 山梨県 公安委員会 14 年 10 月 1 日 第 2323 号

公安委員会 年 月 日 第 号

公安委員会 年 月 日 第 号

従 事 さ せ る
警 備 業 務
の 内 容

警　備　業　務　の　内　容 従事年月日

国道20号線交通誘導　拡幅工事にともなう交通誘導
自 17 年 1 月 3 日
至 17 年 1 月 31 日
自 年 月 日
至 年 月 日
自 年 月 日
至 年 月 日
自 年 月 日
至 年 月 日
自 年 月 日
至 年 月 日
自 年 月 日
至 年 月 日
自 年 月 日
至 年 月 日
自 年 月 日
至 年 月 日
自 年 月 日
至 年 月 日
自 年 月 日
至 年 月 日

注１　種別欄には、検定に係る警備業務の種別および級、指導教育責任者、機械警備業務管理者の別を記入すること。
注２　従事させる警備業務の内容は、「○○区内の道路工事現場における車両の誘導」「○○区○○町××ビルにおけ
　　る常駐警備」のように具体的業務内容及びその場所又は地域についても記載すること。

ダンゴ警備保障株式会社



教　育　実　施　状　況
警備員氏名 日本　三郎

新現
任任
別

基業
本務
別

実施年月日 教　育　内　容 時間 実施者氏名

新
　
　
　
任
　
　
　
教
　
　
　
育

基
　
本
　
教
　
育

平
成 12 年 4 月 3 日 イ．警備業務実施の基本原則に関すること 2 日本　太郎

平
成 12 年 4 月 3 日 ロ．警備員の資質の向上に関すること 5 日本　太郎

平
成 12 年 4 月 3 日

ハ，警備業法その他警備業務の実施に必要な法令に関する
こと

4 日本　太郎

平
成 12 年 4 月 3 日

ニ．事故発生時における警察機関への連絡その他応急措置
に関すること

2 日本　太郎

平
成 12 年 4 月 3 日 ホ．護身用具の取扱いに関すること 2 日本　太郎

業
　
務
　
別
　
教
　
育

平
成 12 年 4 月 4 日

イ．警備業務対象施設における人又は車両等の出入の管理
の方法に関すること

5 日本　太郎

平
成 12 年 4 月 4 日 ロ．巡回の方法に関すること 3 日本　太郎

平
成 12 年 4 月 4 日

ハ．警報装置その他当該警備業務を実施するために使用す
る機器の使用方法に関すること

2 日本　太郎

平
成 12 年 4 月 4 日 ニ．不審者を発見した場合にとるべき措置に関すること 2 日本　太郎

平
成 12 年 4 月 4 日

ホ．その他当該警備業務を適正に実施するため必要な知識
及び技能に関すること

3 日本　太郎

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

注　　所定の欄に記載し終った後は、複助用紙を使用すること。
ダンゴ警備保障株式会社



警備員名簿補助用紙

教　育　実　施　状　況 警備員氏名 日本　三郎

新現
任任
別

基業
本務
別

実施年月日 教　育　内　容 時間 実施者氏名

現
　
　
　
任
　
　
　
教
　
　
　
育

基
　
本
　
教
　
育

平
成 17 年 1 月 17 日 イ．警備業務実施の基本原則に関すること 1 日本　太郎

平
成 17 年 1 月 17 日

ハ，警備業法その他警備業務の実施に必要な法令に関する
こと

1 日本　太郎

平
成 17 年 1 月 17 日

ニ．事故発生時における警察機関への連絡その他応急措置
に関すること

1 日本　太郎

年 月 日

年 月 日

業
　
務
　
別
　
教
　
育

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日
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